
日　時 　平成３１年３月６日（水曜日）　午前9時30分～（予定）

場　所 　新宮町役場　3階　議事堂

順番 具  体  的  質  問  内  容 答弁者

※質問事項、具体的質問内容については、原文のまま記載しています。

※　役場、シーオーレ新宮、そぴあしんぐうにおいて、議会中継を行っています。ぜひ一度ご覧ください。

※　お手元のパソコンから新宮町議会にアクセスしてください。議会中継・録画配信を行っています。ぜひご覧ください。

※　議事堂での傍聴を希望される方は、当日午前9時から役場３階　議会事務局前で受付を行っていますので、お越しください。

※　詳しくは、役場議会事務局　TEL　９６３－１７３７（直通）までお問い合わせください。

１番

議会の傍聴にお越しください

 平成３１年第１回定例会　　一般質問内容一覧

質問事項氏　　名

2番 大牟田 直人 議員

庵原　伸一 議員
新しい英語教育に人工知能
（ＡＩ）の導入は

上畝地 白馬 議員３番

1）
SDGs(持続可能な開発目標)の
理念に沿った取り組みの推進
を

　「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、2015年9月の国連
サミットで採択されたSDGs（「Sustainable Development Goals(持続可能な開発目標)」の略
称）は、2030年を年限とする持続可能な開発目標であり、国際社会共通の目標である。
　SDGsは、「貧困をなくそう」「すべての人に健康と福祉を」「質の高い教育をみんなに」「住
み続けられるまちづくりを」など17の目標と、それに付随する詳細な169のターゲットで構成され
ており、現在その理念を施策や事業に取り入れる地方自治体や民間企業も増えてきている。
　そこで次のことを伺う。

１、本町において、今後の施策や総合計画の策定にSDGsを取り入れる考えは。

２、子どもたちを含む町民がSDGsの基本的な考え方を理解することは、支えあいのまちづくり、
　協働のまちづくり、持続可能で多様性と包摂性のあるまちづくりにつながると考えるが、社会教
　育や学校教育においてSDGsを広める取り組みはできないか。

町　長

教育長
1）

ダイバーシティ（多様性）社
会への対応は

　本町は人口増加率が全国一になるなど、町内外から活気がある町と認識されている。今後も流入
人口が増加することが予想され、本町がさらに飛躍するには、性別、人種、国籍、宗教など人の多
様さだけでなく、働き方や教育の多様さが認められる社会、いわゆるダイバーシティ社会に対応す
る必要があり、様々な働き方や、学校でできない地域教育を促進し、次の時代に備えなければなら
ないと考える。
　そこで、以下のことについて伺う。

１、仕事と、家庭や趣味などの生活との調和（ライフワークバランス）の実現に向け、仕事の効率
　化ために人工知能を活用するなど、働きやすい環境を整備をすることはできないか。

２、学校で習うことができない教育を、企業などと連携して地域で行うプログラミング教育などの
　推進は。

　　　　　　　　　　　　　　　　（質問順　１番から３番まで）

町　長

教育長

　学校の英語教育現場で、人工知能（ＡＩ）を搭載したロボットの活用が模索されている。
　本町も４月より小学３年生から６年生で英語教育が始まるが、対話的な英語教育を行うために
は、「特に小学校では講習や会話練習で教師をサポートする必要がある」と指摘する声などがあ
る。
　ＡＩロボットが対話の相手として教師の役割の一部を補うことで、子どもの会話の機会が増える
ことが期待されると思うが、次のことを伺う。

１、ＡＩロボットを導入し、週に二度の英語教育をしている自治体がある。ＡＩロボットに続いて
　児童が発声し、発音や抑揚をつけて話したことをロボットがチェックするなど、日常的に英語に
　触れる機会やＡＩ技術にいち早く触れる機会になると好評価されている。
　　このことについて、町の見解を伺う。

２、英語教育では「読む・聞く・話す・書く」が重視されており、他自治体では教員に代わって生
　徒の「聞く」「話す」の学びを補助するＡＩロボットが活用されているが、試験導入の考えはな
　いか伺う。

１）
町　長

教育長


